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１．研究計画の概要 

本研究の目的は，人類が熱帯林の中に入り，
そこに住まうとき，どのようなやり方でそれ
をおこなっているのか。その多様性と意味を，
情報的，社会的環境をも視野に入れた広義の
生態学視点に立って明らかにしていくこと
である。具体的には，これまで京都大学を中
心とする日本の研究者が長期にわたって調
査をおこなってきたカメルーン東南部の熱
帯林を中心に，そこに住む狩猟採集民および
農耕民を対象に，「生態環境」「情報環境」「社
会環境」の 3 つの軸に沿って，上記の視点か
らの調査をおこなっていく。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに延べ 10 人以上の研究者を現地
に派遣し，「生態環境」「情報環境」「社会環
境」それぞれの視点から，人々の森への「棲
まい方」を調査している。具体的には，「生
態環境」については，狩猟採集民バカの森林
キャンプにおける生業活動の計測，森林およ
び村落における土壌環境および微気象のデ
ータの収集，農耕漁撈民の漁撈活動の調査な
ど，「情報環境」については，バカの日常会
話および社会的相互行為のビデオ分析，バカ
および農耕民のサウンドスケープの調査な
ど，「社会環境」については狩猟採集民と農
耕民の社会関係，自然保護活動や森林伐採な
どの狩猟採集民社会への影響の調査などを
おこなっている。またカメルーン以外の調査
地(ガボン，コンゴ民主共和国，コンゴ共和国
など)におけるデータとの比較研究も積極的
に押し進めている。 
 これらの調査の成果については，年間数回
にわたっておこなう研究会(「カメルーン連絡

会議」，「ピグミー研究会」，「コミュニケーシ
ョンの自然誌」など)において相互討論をおこ
なうことによって考察を深めている。その結
果は，研究計画最終年度に京都大学学術出版
会からの出版が決定している 2巻本の論文集
「森棲みの生態誌」「森棲みの社会誌」にま
とめられる予定である。さらに研究成果は，
「カメルーン・フィールドステーション・ホ
ー ム ペ ー ジ 」
http://jambo.africa.kyoto-u.ac.jp/cgi-bin/Ca
meroonFS/wiki.cgi を通じて，常時一般に公
開している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 

全般的な調査については多くの研究者を
現地に送り込むことによって，比較的順調に
データを集積できている。また研究成果も順
調に出版されつつある。一方，当初の計画に
あったような，ある一地域に集中した生態学
的調査は，研究者たちの個々の調査の都合上，
思ったほど密にはできていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
「一点集中型の調査」が思ったほど十分に

進められなかったことに鑑み，今後はむしろ，
アフリカ熱帯林の中の他地域との比較に重
点を置いた研究を進めていこうと考えてい
る。 
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